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「
戦
後
池
袋

―
ヤ
ミ
市
か
ら
自
由
文
化
都
市
へ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
で
は
、
資
料
館
運
営

委
員
の
ミ
ス
テ
リ
ー
評
論
家
・
新
保
博
久
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る

「
没
後
五
十
年

―
不
滅
の
江
戸
川
乱
歩
展
」
を
九
月
一
日
（
火
）
～

十
月
三
日
（
土
）
開
催
し
た
。

一
ヵ
月
あ
ま
り
で
の
来
館
者
総
数
五
九
六
名
（
う
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
期
間
中
四
四
八
名
）。

こ
れ
は
三
ヵ
月
半
で
五
〇
〇
名
を
突
破
し
た
「
中
井
英
夫
展
」（
二

〇
一
四
年
十
一
月
七
日
～
二
〇
一
五
年
二
月
二
十
八
日
）
を
上
回

る
、
当
館
と
し
て
は
画
期
的
な
盛
況
だ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間

中
は
共
通
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
提
示
に
よ
り
入
館
無
料
（
通
常
三
〇
〇

円
）
と
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
や
は
り
大
乱
歩
の
底
力
を
実
感
し
た
。

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
「
Ｄ
坂
の
殺
人
事
件
」
草
稿
を

は
じ
め
貴
重
な
生
原
稿
を
拝
借
し
、
同
年
二
月
、E

chika

ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
さ
き
が
け
展
示
さ
れ
た
「
江
戸
川
乱
歩
展
～
乱
歩
が
池
袋

に
残
し
た
も
の
～
」
ポ
ス
タ
ー
を
、
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
の
ご
厚

意
に
よ
り
再
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

い
く
つ
か
展
示
の
「
目
玉
」
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

〈
乱
歩
か
ら
の
手
紙
〉（
高
木
晶
子
氏
所
蔵
）

敗
戦
に
よ
り
中
島
飛
行
機
を
失
職
し
た
高
木
彬
光
は
観
相
師
の
勧

め
に
よ
っ
て
小
説
家
を
志
し
、『
刺
青
殺
人
事
件
』
原
稿
を
江
戸
川
乱

歩
に
送
っ
た
。
待
ち
か
ね
た
朗
報
は
大
晦
日
に
も
た
ら
さ
れ
た
。（
一

九
四
七
年
十
二
月
二
十
九
日
付
）

拝
啓
大
変
お
く
れ
ま
し
た
が
御
作
漸
く
拝
読
の
機
を
得
ま
し
た
。

「
不
滅
の
江
戸
川
乱
歩
展
」
報
告

北

村

一

男

光
文
文
化
財
団
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謎
と
論
理
の
点
で
は
非
常
に
感
心
し
ま
し
た
。（
但
し
小
説
と
し
て

は
上
乗
に
非
ず
）
発
表
に
努
力
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
に

つ
き
一
度
お
話
し
し
て
お
き
た
く
、
正
月
四
日
又
は
六
日
午
後
二
時

頃
御
来
駕
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
右
両
日
御
差
支
あ
ら
ば
　
そ

の
旨
御
ハ
ガ
キ
下
さ
れ
た
く
改
め
て
日
取
り
を
定
め
ま
す
。
両
日
の

い
づ
れ
か
に
御
出
で
下
さ
る
な
ら
ば
「
何
日
行
く
」
と
御
電
報
下
さ

い
、
で
な
い
と
無
駄
足
を
さ
せ
る
や
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
か
ら
。
拝
眉
万
々
（
池
袋
駅
か
ら
自
宅
ま
で
の
地
図
が
添
え
ら

れ
て
い
る
）

〈
還
暦
乱
歩
肖
像
画
〉（
松
野
家
よ
り
寄
贈
）

「
別
冊
宝
石
四
二
号
　
江
戸
川
乱
歩
還
暦
記
念
号
」（
昭
和
二
十
九

年
十
一
月
十
日
発
行
）
表
紙
に
使
用
さ
れ
た
松
野
一
夫
描
く
肖
像
画

一
五
号
キ
ャ
ン
バ
ス
（
六
五
〇
╳
五
三
〇
㎜
）
油
絵
。

こ
の
夏
、
日
本
推
理
作
家
協
会
事
務
所
倉
庫
に
て
、
同
協
会
常
任

理
事
・
山
前
譲
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
山
前
氏
は
当
財
団
理
事

で
も
あ
り
、「
乱
歩
展
」
新
発
見
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。
推
協
事

務
所
に
、
い
つ
か
ら
な
ぜ
保
管
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、「
宝
石

社
」
が
松
野
家
に
返
却
し
な
い
ま
ま
昭
和
三
十
九
年
に
倒
産
、
債
権

者
に
持
ち
去
ら
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
当
時
の
関
係
者
が
一
時
的
に

推
協
に
避
難
さ
せ
、
引
き
継
が
れ
る
こ
と
な
く
忘
れ
ら
れ
、
今
日
に

至
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

松
野
一
夫
は
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
か
ら
二
十
八
年
間
「
新
青

年
」
の
表
紙
画
を
担
当
、
同
誌
に
連
載
さ
れ
た
小
栗
虫
太
郎
『
黒
死

館
殺
人
事
件
』
は
じ
め
、
挿
絵
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
。

今
回
の
展
示
を
き
っ
か
け
に
、
松
野
家
よ
り
財
団
＝
資
料
館
に
ご

寄
贈
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
同
構
図
の
肖
像
画
が
旧
江
戸
川
乱
歩
邸

応
接
間
に
掲
額
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
宝
石
社
か
ら
乱
歩
に
贈
ら

れ
た
も
の
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

〈
乱
歩
葬
儀
役
割
一
覧
〉（
平
井
憲
太
郎
氏
提
供
、
新
発
見
感
熱
紙

コ
ピ
ー
）

乱
歩
は
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
七
月
二
十
八
日
に
亡
く
な
り
、

二
十
九
日
通
夜
、
三
十
日
密
葬
の
の
ち
、
八
月
一
日
に
本
葬
が
日
本

推
理
作
家
協
会
葬
と
し
て
い
と
な
ま
れ
た
。
以
下
が
葬
儀
の
際
の
役

割
分
担
で
あ
る
。
大
御
所
か
ら
新
鋭
ま
で
協
会
こ
ぞ
っ
て
巨
星
を

送
っ
た
。
山
村
正
夫
『
続
々
・
推
理
文
壇
戦
後
史
』
に
よ
れ
ば

―

「
葬
儀
委
員
長
に
は
、
乱
歩
先
生
の
生
前
、
一
番
縁
の
深
か
っ
た
大

下
宇
陀
児
先
生
が
選
ば
れ
た
。
協
会
葬
と
な
れ
ば
、
本
来
は
理
事
長

の
松
本
清
張
氏
が
委
員
長
に
な
る
の
が
筋
だ
っ
た
が
、
理
事
会
の
話

し
合
い
で
そ
う
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
」（
青
山
葬
儀
所
で
の
本
葬
で
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は
）「
松
本
清
張
理
事
長
が
左
記
の
よ
う
な
弔
辞
を
朗
読
し
た
」「
つ

づ
い
て
友
人
代
表
横
溝
正
史
氏
、
文
芸
家
協
会
代
表
富
田
常
雄
氏
等

の
切
々
た
る
弔
辞
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
会
葬
者
一
、
二
〇
〇
名
の
焼

香
の
列
が
つ
づ
い
た
」

江
戸
川
乱
歩
葬
儀
役
割
分
担
一
覧

葬
儀
委
員
長
＝
大
下
宇
陀
児

　
委
員
＝
横
溝
正
史
／
角
田
喜
久
雄
／
水
谷
準
／
本
位
田
準
一
／
島

田
一
男
／
中
島
河
太
郎
／
山
村
正
夫

〈
場
外
〉

　
受
付
＝
佐
野
洋
／
高
木
彬
光
／
山
田
風
太
郎
／
椿
八
郎
／
都
筑
道

夫
／
結
城
昌
治
／
岩
谷
志
げ
子
／
椿
野
喜
代
子

整
理
係
＝
大
坪
直
行
／
阿
部
主
計
／
講
談
社
三
名

配
車
係
＝
加
納
一
朗
／
講
談
社
二
名

マ
イ
ク
＝
山
本

会
計
＝
佐
賀
潜
／
岩
田
豊
樹
／
松
村
喜
雄

ク
ロ
ー
ク
＝
博
友
社
（
高
村
、
飯
島
）

会
葬
御
礼
＝
多
岐
川
恭
／
樹
下
太
郎
／
陳
舜
臣

〈
場
内
〉

進
行
係
＝
日
影
丈
吉
／
大
河
内
常
平

整
理
係
＝
桃
源
社
二
名

遺
族
係
＝
鷲
尾
三
郎
／
田
中
潤
司

来
賓
係
＝
笹
沢
左
保
／
新
章
文
子
／
戸
川
昌
子

�

（
光
文
文
化
財
団
　
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
）
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